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「プラスチックはたくさんの恩恵を  もたらしてくれます」

現在、プラスチックは海洋汚染をはじめ
議論の的になっています。 

	 Hermann Reichenecker: 海洋汚
染は世界規模の問題なので、わたした
ちは解決に向けて一致団結しなくては
なりません。プラスチックを海に廃棄し
てはなりません。プラスチックはリサイ
クルすべきです。

プラスチック汚染を防ぐにはどうしたら
よいのでしょうか？ 

	 Verena Reichenecker: さまざまな
研究によれば、プラスチック廃棄物の
約80％はアジア諸国から、約1％はヨ
ーロッパから、そして0.02％はドイツか
ら排出されています。残念なことに、 
主要なプラスチック排出国はきちんと機
能する廃棄・リサイクルシステムをほと
んど持っていません。 ですからわたし
たちは、こうした国々を支援し、プラス
チックという貴重な材料をリサイクル
できる良識あるシステムの開発を助け
ていく必要があります。

Hermann Reichenecker と Verena 
Reichenecker の両氏に、 持続可能性

（サステナビリティ） について、 また
Storopackが資源やエネルギーを浪費し
ないため何を行っているかについてお話
をうかがいました。

「わたしたちはプラスチッ
クが環境を害さないよう自
社製品を継続的に最適化
し、より持続可能（サステイ
ナブル）な製品の開発を行
っています。」

返すことになります。 そこで容易に想像
できるのは、こうした手続きは、保護包装
を製造しリサイクルして製品を効果的に
保護するよりもさらに多くの原材料とエ
ネルギーが浪費されている、こんなこと
を消費者に知ってもらうこともまた重要
です。

	 Hermann Reichenecker: プラスチ
ックについて全般的な理解を持っても
らうことも大切です。おそらくあまり知
られていないと思いますが、例えば、プ
ラスチックフィルムの生産過程に必要
な水とエネルギーはさほど多くはあり
ません。発泡スチロール（EPS）は高度
にリサイクル可能な材料で、焼却して
燃えかすを出さずにエネルギーを生む
ことができます。高発熱量を持っている
ので、廃棄物発電所では非常に歓迎さ
れるエネルギー源です。 

	 Verena Reichenecker: まさに
こうした情報を紹介したいと思い、 

『direct』 次号以降では新コーナーを
設けて 「プラスチックの事実」 を特集し
ます。 また別コーナーの「持続可能 （サ
ステイナブル）な Storopack」では、 

会社として取り組む施策について報告す
る予定です。
 
そこでStoropackの持続可能性を高め
るために行っていることは何ですか？

	 Hermann Reichenecker:  
Storopackはごく小さなメーカーです
から、発展途上国の不十分な廃棄物
処理インフラの問題に直接取り組め
る立場にはありません。Storopackは
海洋から廃棄物を除去する新たなソ
リューションを開発して実施している
オーシャン・クリーンアップ（オランダ）
のような取り組みを支援しています。
わたしたちはプラスチックが環境を害
さないよう自社製品を継続的に最適
化し、より持続可能な製品の開発を行
っています。例えばAIRplus® Voidフィ
ルムの原料の50％はリサイクルされ
たものです。すでに売上の約25％をリ
サイクル原料や再生可能原料からつ
くられた製品が占めています。これは
この業界では非常に高い数字です。

	 Verena Reichenecker: また、フェ
ヒタとクルンバッハのモールド拠点の
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エネルギー効率を向上させるなど、エ
ネルギーを浪費せずCO2排出量を 
削減する対策に取り組んでいます。持続
可能性（サステイナビリティ）はわたし
たちにとって非常に重要な課題です。

主にプラスチックなどの海洋に
浮遊する廃物のこと。世界中の
海に流出するプラスチックは毎
年480万～1270万トンと推定さ
れます。波や日光がそのプラス
チックを粒子状になるまで破壊
し続け、それを海鳥や魚が餌と
一緒に飲み込んだり、ビニール
袋が絡みついたりしています。
そうした海産物を今度は人間が
消費すると、人間の体内に粒子
状のプラスチックが侵入します。

海洋堆積物

EUはストローなどの使い捨てプラスチ
ック製品の禁止を望んでいます。

	 Hermann Reichenecker: それだけ
では実際の問題は解決されません。 
わたしの考えでは、もっと持続可能な解
決とは、政府が対象国のインフラに対
する活発な投資を促進することです。そ
うした国々のリサイクルが確実に機能
するよう導くこと、それで初めて、どうす
れば多くの場合にプラスチックが正当
化できるかについて議論できるように
なるのです。プラスチックがどうしても
必要な場合はありますから。またプラ

使い捨て
プラスチック
ストローや皿・コップ・フォークな
どのプラ食器、綿棒、ペットボト
ルなどのプラ製品は、通常一度
使っただけで廃棄されます。ビ
ニール袋も一度きりで捨てられ
ることが多いものです。

使い捨てプラスチック
製品禁止
欧州員会は、プラスチックのリサイクルをさら
に増やすこと以外に、ストロー、綿棒、プラ風船、
プラ板などの使い捨てプラスチックを禁止し、
これによって海洋のプラスチック汚染を低減さ
せることを望んでいます。委員会はすでにEU指
令用の草案を導入していますが、まずはEU諸
国が勧告を議論したうえで、それを法令化する
必要があります。こうした取組みはストローな
ど、他に入手可能かつ手頃な価格の代替品が
ある製品を対象とすべきです。

スチックに替わる材料を使うにしても、
たいていは資源の著しい浪費につなが
ります。

	 Verena Reichenecker: 人は保護包
装を使わないで物品を輸送しようと繰り
返し試みてきました。しかしその結果、あ
まりにも多くの物品が受取人に届く前に
破損されてしまっています。そして結局の
ところ環境にとっては、保護包装を使うよ
りよほど悪い影響を及ぼしています。品
物が破損して受取人に届けば、それを販
売店に返品し、メーカーに返品、そして修
理したり再生産するなどして買主に送り


